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はじめに                                          

この度は、CLASSIC PRO DCP シリーズ デジタルアンプをお買い上げ頂き、誠に有難うございま

す。パワーアンプの性能をフルに発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取扱

説明書を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大切に保

管してください。 

 

ご使用の前に                                             

1. この取扱説明書に従って操作してください。 

2. 水には大変弱いので、雨などがかからないよう十分ご注意ください。 

3. 内部には精密な電子部品が多数使用されています。移動及び輸送時には大きな衝撃が加わら

ないようにしてください。 

4. 本機の設置場所は直射日光の当たる場所やストーブの直前など、高温になりやすい場所を避

け、なるべく通気性の良い場所で御使用ください。 

5. 定格電圧 AC100V, 50/60Hz で御使用ください。 

6. 電源コードは機材への挟みこみ等、無理な力が加わらない様御注意ください。 

7. クリーニングをする際は電源コードを抜いてから、乾いた布でふき取るようにしてください。 

8. 長時間使用しない場合は電源コードをコンセントから抜いてください。 

 

 

故障や感電事故を防止すると共に、本来の性能を維持する為にも、本体を開けて触れたりしない

でください。修理が必要な時には、販売店もしくは弊社までお問い合せください。 
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フロントパネル                                      

 

 
 

 

1. 電源スイッチ 
本体の電源を ON/OFF します。スイッチを押すと、サージによるダメージを避ける為、ソフトスタート

モードで起動します。約 3 秒後にカチッと音が鳴ると、ソフトスタートが終了します。さらに約 2 秒

後、もう一度カチッと音が鳴ると、アンプとスピーカーが正しく接続され、アンプが駆動します。 

 

2. ブリッジモード・インジケーター 
ブリッジモードで動作している時に点灯します。 

 

3. パラレルモード・インジケーター 
パラレルモードで動作している時に点灯します。 

 

4. チャンネル A/B 入力レベルコントロール 
音量を調整します。ブリッジモード時はチャンネル Aのノブをご使用ください。 

 

5. チャンネル A/B 保護 LED 
これらの LED は以下の状況下で点灯します。 

 

●音源を ON/OFF してから約 3秒間点灯します。 

●アンプのパーツ温度が 85℃を超えると LED が点灯します。 

●アンプ内部で異常が発生した時に LED が点灯します。 

 

6. チャンネル A/B ピークレベル表示 LED 
これらの LED は以下の状況下で点灯します。 

 

●出力信号がクリップしている時に LED が点灯します。 

LED が点灯したら、入力レベルコントロールを調整してください。 

●ピーク LED が連続して点灯し、スピーカーから音が出力されていない場合、負荷のためにショート

している可能性があります。アンプの電源を切り、トラブルの原因を取り除いてから電源を入れ直

してください。 

 

7. チャンネル A/B シグナル表示 LED 
アンプに信号が入力されている際に点灯します。 
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リア･パネル                                         
 

 

 
 

 

8. 電源ケーブル用ソケット 
ヒューズホルダを内蔵した IEC タイプのソケットです。電源ケーブルを接続します。 

 

9. L/R 出力用スピコン端子 
ステレオもしくはモノラルモードで、インピーダンス 4Ω以上のスピーカーを接続するスピコン出力

端子です。ピン配列は以下の通りです。 

 
POS(+) = Speakon connector PIN1+ and PIN2+ 
NEG(-) = Speakon connector PIN1- and PIN2- 

 

10. ブリッジ出力用スピコン端子 
ブリッジモードで、インピーダンス 8Ω以上のスピーカーを 

接続するスピコン出力端子です。ピン配列は以下の通りです。 

 
POS(+) = Speakon connector PIN1+ and PIN2+ 
NEG(-) = Speakon connector PIN1- and PIN2- 
 

11. 30Hz ローカットフィルター 
30Hz 以下の周波数帯をカットします。 

 

12. モード切り替えスイッチ 
アンプの動作モードを切り替えるスイッチです。もっとも一般的なモードはステレオモードです。よ

り出力が必要な場合は、ブリッジモードで駆動することが可能です。モノラルモードでは Ach の入力

に接続して、左右のスピーカーに出力することが可能です。 

 

13. 入力感度切り替えスイッチ 
入力レベルを 26dB、32dB、1.4V の 3 段階で切り替える事ができます。 

 

14. XLR 出力端子 
もう一台のアンプに増幅前の音声信号を出力することができます。ピン配列は以下の通りです。 

Pin1: グラウンド, Pin2: ホット, Pin3: コールド 
 

15. XLR 入力端子 
ピン配列は以下の通りです。 

Pin1: グラウンド, Pin2: ホット, Pin3: コールド 
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使用方法                                          

 

ステレオモード 

● 音声信号を入力端子に接続します。 

● モード切り替えスイッチを「stereo」に設定します。 

● スピーカーを L/R 出力用スピコン端子に接続します。 

● 両方の入力レベルコントロールを０に設定します。 

● アンプの電源を入れ、音声信号が入力されている事を確認

します。 

● 任意の音量になるまで、入力レベルを調整します。 

 

ブリッジモード 

● 音声信号を入力端子の Ach に接続します。 

● モード切り替えスイッチを「bridge」に設定します。 

● スピーカーをブリッジ出力用スピコン端子に接続します。 

● 両方の入力レベルコントロールを０に設定します。 

● アンプの電源を入れ、音声信号が入力されている事を確認し

ます。 

● 任意の音量になるまで、入力レベルを調整します。Bch の入

力レベルは０にしておきます。 

 

モノラルモード 

● 音声信号を入力端子の Ach に接続します。 

● モード切り替えスイッチを「mono」に設定します。 

● スピーカーを L/R 出力用スピコン端子に接続します。 

● 両方の入力レベルコントロールを０に設定します。 

● アンプの電源を入れ、音声信号が入力されている事を確認し

ます。 

● 任意の音量になるまで、入力レベルを調整します。Bch のレ

ベルは０にしておきます。 
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製品スペック                                        

 

モデル DCP400 DCP800 DCP1100 DCP1400 DCP2000 
8Ω 100W+100W 200W+200W 300W+300W 450W +450W 650W +650W 出力 

EIA 1KHz 

ステレオ 
4Ω 180W+180W 360W+360W 540W+540W 750W +750W 1100ｗ+1100W 

1% THD ブリッジ 8Ω 360W 720W 1080W 1500W 2200W 
周波数特性 20Hz-20KHz -1dB 
入力感度 26dB、32dB、1.4V 
Ｓ/Ｎ比 100dB ＞95dB 
歪み率(Typical) 0.1%以下 
歪み率(SMPTE) 0.1%以下 
入力インピーダンス 20KΩバランス / 10KΩアンバランス 

ダ ン ピ ン グ フ ァ ク タ ー

(5Hz-1KHz) 
200 

スルーレート 20V/uS 29V/uS 
クロストーク@定格出力 8Ω

1KHz 
75dB 

保護機能 ソフトスタート、DC・AC ショート、クリップリミッター、 

サーマルカット、パワーフィルター 
消費電力 130W 270W 400W 560W 820W 
寸  法 482W×210D×44Hmm 482W×301D×44Hmm 
重  量 3.2 Kg 3.2 Kg 3.3 Kg 5.6 Kg 5.7Kg 
電  源 100V 50Hz/60Hz 
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